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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は白内障手術時に予防的に抗菌薬が前房内投与されている現状をふまえ、臨床で

主に使用されている抗菌薬の角膜内皮細胞への影響を、不死化ヒト角膜内皮細胞を用いて

評価し、手術時眼内炎予防のための抗菌薬選択及び、その濃度について考察したものであ

る。その結果、わが国の眼内炎の主要起炎菌に対して有効な抗菌薬であるモキシフロキサ

シンは、500 μg/ml濃度を超えると細胞膜損傷を認め、IC50は487 μg/mlであることがわ

かった。また、今回の実験で用いた3種類の抗菌薬はいずれも低濃度で角膜内皮細胞から分

泌されるIL-6の低下を認めており、細胞機能への影響があることが推察された。本論文の

内容は、現在、経験的に行われている白内障手術時の前房内予防的抗菌薬投与において、

考慮すべき細胞機能への影響と、避けるべき濃度を実験的に評価したものであり、明らか

に学術水準を高めたものと認めた。 


